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 図 2 U-Pb ゾーン炉心（A 架台）
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図 1  中性子スペクトルの比較
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京都大学臨界集合体実験装置（KUCA）でのウラン－鉛ゾーンを用いた炉心において、MA 反応率測定、動

特性パラメータ測定、未臨界度のオンラインモニタリングおよび未臨界増倍率の測定を行い、実機 ADS の

中性子スペクトルを模擬したウラン－鉛ゾーン炉心の中性子特性を検討した。 

キーワード：加速器駆動システム、U-Pb ゾーン炉心、動特性解析、未臨界度モニター、反応率分布 

1. 緒言：本研究は、加速器駆動システム（ADS: Accelerator-Driven 

System）による核変換技術への応用に向けた基礎基盤技術の確立

を目標としている。KUCA-A 架台において、実機 ADS 炉心の中性

子スペクトル（図 1 参照）を模擬したウラン－鉛（U-Pb：図 2 に

おける“f”）ゾーンを炉心内に設け、14 MeV 中性子を発生する DT

加速器および 100 MeV 陽子（Pb-Bi ターゲット）を発生する FFAG

加速器を用いて ADS 実験 [1] を行った。そこでは、MA 反応率測

定、動特性パラメータ測定、未臨界度のオンラインモニタリング

および未臨界増倍率測定が行われ、U-Pb ゾーン炉心の中性子特性

についての検討が行われた。 

2. 研究の内容：MA 照射実験では、237Np および 241Am の薄膜フ

ォイルに、14 MeV 中性子と高エネルギー中性子（100 MeV 陽子と

Pb-Bi ターゲットによる核反応）を別々に直接照射し、ADS による

核分裂および捕獲反応率測定についての検討を行った。動特性パ

ラメータ測定では、未臨界度の測定手法間の違い、エネルギー依

存性および空間依存性の検討に加えて、短い時間分解能（5 秒程度）

での動特性パラメータのオンラインモニタリングについての検討

を行った。また、インジウム（In）線を炉心内に設置し、熱中性子

に感度を持つ 115In(n, )116mIn 反応率分布測定の結果を用いて、燃料

領域における未臨界増倍率のスペクトル依存性について検討した。 

3. 結語：実機 ADS の中性子スペクトルを模擬した U-Pb ゾーン炉心を KUCA-A 架台に設け、高速中性子

スペクトル場における炉物理パラメータの測定に関する重要な知見を得ることができた。今後の課題とし

て、237Np および 241Am 照射実験データを用いた核データ起因による不確かさの検討が挙げられる。 
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